
 

 

 

MMS点群データを用いた走行シミュレーション

による交差点改良の視認性評価 

 

小林
こばやし

 真
ま

歩
ほ

1・梅原
うめはら

 寿人
ひ さ と

1・奥田
お く だ

 孝佳
たかよし

1・逢坂
おおさか

 直樹
な お き

1・斯
し

 テキ1 
 

1
国際航業(株)事業統括本部インフラマネジメント部（〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原4-5-41） 

 

 

多治見IC交差点は渋滞解消を目的とした交差点改良計画が進められており，新設される横断

歩道橋橋脚による「左折車から直進車への視認性低下」により，左折導流路の運用が常時左折

可から信号制御へと変更されることとなった．しかし，施工時に信号制御として暫定運用した

際，交差点に隣接する多治見IC料金所まで及ぶ滞留が発生したため，中央自動車道本線への影

響を考慮し，左折導流路の常時左折可について再検討が必要となった． 

本稿では，常時左折可の運用に向けた視認性評価において，MMS点群データを活用したデジタ

ルツインを構築し，交通安全検証を行った． 
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１．はじめに 
 

(1) 背景 

少子高齢化の進行や自然災害の激甚化など，社

会経済状況の変化に対応するため，我が国の公共

事業におけるDXの推進が加速している．道路事業

や交通安全事業においても，BIM/CIM や 3 次元

データの活用を念頭に置いた技術革新が一般化し

つつある． 

 

(2) 点群データを用いた視認性評価の取組概要 

多治見 IC 交差点は，4 車線同士の国道 248 号と

多治見市道が交差し，北側で中央自動車道の多治

見ICと接続する重要拠点である．本稿では同交差

点における車両の滞留が多治見ICへ悪影響を及ぼ

す事態を回避するため，「常時左折可」の運用を

実現することを目的とした． 

常時左折可の運用への変更にあたっては，確実

な左折時の視認性確保と，施工工程に合わせた公

安委員会との早期の合意形成が最大の課題となる． 

そこで筆者らは，従来の 2 次元図面による評価

手法に代わり，MMS（Mobile Mapping System）で

取得した 3 次元点群データおよび 3 次元計画モデ

ルを活用した評価手法を導入した．本稿では，走

行シミュレーションを用いて視認性評価を実施し

た取組について報告する． 

 

２．多治見IC交差点の課題 
 

(1) 多治見IC交差点の現況（施工前） 

多治見IC交差点では，交通量が多く日常的に渋

滞が発生していることを受け，渋滞対策として交

差点改良が計画されており，交差点改良計画の一

部として全方向に横断歩道橋が新設される．当初

は，その橋脚によって視認性が悪化することが懸

念されたため，現行の「常時左折可」から「信号

制御」へ運用を変更する計画であった．(図-1) 

 

 
図-1 多治見IC交差点の通行方法 

      ※現況（施工前）左折のみ標記 



 

横断歩道橋の橋脚施工に伴い，IC 側の停止線を

後退し，左折は「常時左折可」から「信号制御」

へと先行的に変更された．この先行的な信号制御

運用を行った結果，交差点北側での滞留長が延伸

し，ピーク時には約 300m 離れた多治見 IC 料金所

まで達する事態が確認された．（図-2） 

そのため，交通量がさらに増加すれば，中央自

動車道本線へも深刻な影響を及ぼす恐れがある． 

したがって，本線への影響を回避するために，

交差点改良計画について「常時左折可」の運用を

検討する必要が生じた． 

 

 
図-2 ピーク時の滞留状況 

 

(2) 常時左折可の再検討における課題 

常時左折可の採用にあたり，公安委員会が示す

以下の 3 項目（a〜c）の視認性を確実に確保する

ことが課題となった． 

a)左折車の視認性評価 

合流する左折車が直進車を確認する際に，新設

される橋脚が視認性に与える影響の有無について

確認を行う．(図-3) 

b)変更後停止線からの信号視認 

常時左折可に伴い停止線位置が前出しされた場

合において，新たな停止線からの信号機視認につ

いて確認を行う． 

c)交差点内停止車両の信号視認 

右折車が交差点内で停止した場合において，停

止位置からの信号機視認について確認を行う． 

 

 
図-3 左折時における視認性の課題 

 

３．課題解決に向けた取組内容と視認性評価 
 

(1) MMS点群データを活用した走行シミュレー

ションの構築 

従来の平面図や縦断図等の 2 次元図面では明確

な視認性の検証が困難であり,公安委員会との合

意形成にも時間を要する恐れがあったことから，

3 次元空間を用いた検討を実施した． 

検討には，現況および周辺地形として MMS で取

得した 3 次元点群データを使用し，計画モデルは

道路と横断歩道橋のみを 3 次元で作成した．これ

らを統合した簡易VRより，視点や走行速度を自由

に操作できる 3 次元走行シミュレーションを構築

した．これにより，実際の運転手目線での視認性

検証が可能となった． 

さらに，この走行シミュレーションは，円滑な

公安委員会での協議に向け，視点や計画案の切り

替え，車両モデルの配置などをボタンで操作でき

るビューワー形式で出力し，非専門家でも容易に

操作・確認できる仕様とした． 

 

 
 

 
図-4 走行シミュレーションの機能 

 

(2) MMS点群データを活用した走行シミュレー

ションによる視認性評価結果 

構築した走行シミュレーションの映像を通じて，

常時左折可となった場合の走行イメージや，新設

橋脚による死角の影響を明確に確認することがで

きた．その結果，視認性に影響があると判断され

た左折（西進左折）を除く全方向について，公安

委員会による常時左折可の了承を得ることができ



 

た． 

なお，視認性に影響が確認された西進左折につ

いては，現計画通り信号制御とした． 

設定した課題に対する詳細な評価結果は以下の

通り． 

a)左折車の視認性評価 

運転手目線からのシミュレーションにより，新

設橋脚の位置と直進車の見え方を確認した．確認

の結果，西進左折の運転者視点からは直進車と橋

脚が重なって見えることから視認性の阻害が確認

された．それ以外の方向については視認性に影響

がないことを確認した． 

 

 
図-5 左折時における運転者視点の走行イメージ 

 

b)変更後停止線からの信号視認 

常時左折可に伴い前方に移設された停止線位置

においても，信号機の視認性に影響がないことを

確認した．（図-6） 

c)交差点内停止車両の信号視認 

交差点内で停止する右折車両から対向車を確認

する視線と，信号機を見る視線が乖離しており，

安全確認に支障をきたす恐れがあることが判明し

た．そのため，対向車の確認方向と信号機の視認

方向が同等になるよう，信号機の設置位置の変更

を行った．（図-7） 

 

 
図-6 変更後停止線における信号視認イメージ 

 

 
図-7 変更前後における信号視認イメージ 

 

４．取組による効果と考察 
本検討において 3 次元走行シミュレーションに

よる視認性評価を導入したことで，橋脚による死

角の有無を具体的かつ視覚的に評価することがで



 

きた．その結果，公安委員会との協議において合

意形成が円滑に進み，協議回数の削減や施工工程

に合わせた事業の早期進捗に大きく寄与すること

ができた． 

このことから，3 次元空間による走行シミュ

レーションは，関係者間で共通認識を図りやすく，

視覚的な評価手法として非常に有効であることを

確認した．今回の事例により，既存道路の改良に

おいてデジタルツインを取り入れることが極めて

有効であることが確認できた． 

 

５．おわりに 
 

国土交通省では，全国の地方整備局において直

轄国道全線の MMS による 3 次元点群データの取得

を進めており，令和5年時点で約21,000kmのデー

タが整備されている．1） 

道路交通上の課題解決において 3 次元点群デー

タの利活用が求められている中，点群データと 3

次元計画モデルを組み合わせた簡易VRの構築は，

今回のような視認性評価において極めて効果的で

あった．また，現況の地形や沿道建物などを個別

にモデリングせずとも，既存の点群データをその

まま活用することで，簡易VRは容易に作成可能で

あることも判った． 

本稿の取組は，既存のMMS点群データを交差点

改良の視認性評価へ展開できる有用性を示したも

のであり，ストックされたデータのさらなる利活

用に資すると考えられる． 

また，従来の2次元設計や3DCADに加え，3次元

点群を活用したデジタルツインと簡易VRによる走

行シミュレーションを取り入れることで，設計段

階での交通安全検証や関係機関との合意形成をよ

り円滑に進められることが確認できた． 

本検討を通じて，デジタルツインを設計のプロ

セスとして活用する実践的な知見を得た．今後は

これらの知見を応用し，点群データおよびデジタ

ルツインを利活用する技術研鑽をますます進めて

いく所存である．  
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